
銀座4丁目6丁目7丁目
メトロ

ラ
イ
オ
ン

至
新
橋
駅 

徒
歩
５
分

（旧松坂屋）
GINZA SIX

サンミ高松

〈最寄駅〉銀座駅（丸ノ内線・銀座線・日比谷線）  東銀座駅（日比谷線・都営浅草線）

男 性
女 性
2 9 歳まで
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令和元年度東京支部
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7月7日（日）12：00
場所：

会費：

サンミ高松7丁目店
東京都中央区銀座7-13-20

問い合せ先電話 03-5568-3320
高松商事（株）内   紫雲会東京支部

事務局　漆原慎二

（受付：11時～）

平
成
30
年
度
を
振
り
返
り
ま

す
と
、
先
ず
は
諸
先
輩
方
々
が

築
い
て
来
ま
し
た
紫
雲
会
東
京

支
部
の
節
目
と
な
り
ま
す
85
周

年
記
念
総
会
を
多
く
の
会
員
の

皆
様
が
出
席
の
も
と
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
日
頃
か
ら
紫
雲
会
東
京
支
部
に
対
す
る

役
員
・
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
委
員
会
も
積
極
的
に
活
動
を
し
て
、
民

主
的
な
支
部
運
営
を
果
た
し
て
頂
き
ま
し
た
。

11
月
の
東
京
香
川
県
人
会
第
１
０
０
回
記
念
総
会

に
は
東
京
支
部
過
去
最
高
の
約
60
名
の
参
加
者
が
あ

り
、
高
円
宮
妃
殿
下
の
ご
出
席
や
讃
岐
郷
土
芸
能
の

親
子
獅
子
舞
、
県
出
身
の
若
手
音
楽
家
コ
ン
サ
ー
ト
等

で
大
い
に
盛
り
上
げ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
特
筆
は
、
昨
年
11
月
に
は
母
校
野
球
部
の

選
手
諸
君
が
、
秋
の
香
川
県
大
会
、
四
国
大
会
を
制

し
て
、
明
治
神
宮
大
会
に
出
場
し
、
ベス
ト
４
入
り
。

そ
し
て
、
今
年
３
月
の
選
抜
野
球
甲
子
園
大
会
に
３

年
振
り
の
出
場
を
決
め
、
昨
年
の
悔
し
い
思
い
を
払
拭

し
て
く
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
第
２
試
合
に
母
校
が
登
場
し
、
春
日
部

共
栄
高
と
対
戦
し
、
香
川
投
手
の
好
投
も
あ
り
、
完

封
勝
利
、
当
日
は
東
京
支
部
か
ら
１
７
０
名
を
超
え
る

応
援
団
が
駆
け
付
け
て
く
れ
、
ア
ル
プ
ス
席
で
熱
い
声

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

惜
し
く
も
２
回
戦
敗
退
と
な
り
３
年
前
の
夢
は
叶
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
３
年
の
間
に
２
度
も
甲

子
園
で
応
援
を
さ
せ
て
く
れ
た
、
選
手
諸

君
と
学
校
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
に
感
謝

で
し
た
。

３
月
に
は
、
関
東
で
の
母
校
部
活
の
全
国

大
会
出
場
が
相
次
ぎ
、
男
女
の
柔
道
、
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
、
女
子
ハン
ド
ボ
ー
ル
と
東
京
支
部

と
し
て
は
嬉
し
い
悲
鳴
と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
今
年
度
も
後
輩
た
ち
の
素

晴
ら
し
い
活
躍
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

東
京
支
部
で
は
昨
年
か
ら
、
会
員
相
互

の
交
流
を
更
に
深
め
る
活
動
と
し
て
、親
睦・

交
流
委
員
会
行
事
と
は
別
に
、
趣
味
別
の

集
ま
り
も
活
発
に
な
って
き
て
お
り
ま
す
。

今
ま
で
、
そ
う
し
た
活
動
に
参
加
し
た
こ

と
が
無
い
方
も
、
一
度
参
加
し
て
何
か
を
感

じ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
の
で
、是
非
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

母
校
で
は
３
月
４
日
に
３
２
１
名
の
後
輩

が
紫
雲
会
に
入
会
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
日
に

は
卒
業
式
が
あ
り
、
多
く
の
夢
を
持
って
新

た
な
進
路
に
向
かって
行
き
ま
し
た
。

近
い
う
ち
に
東
京
支
部
に
も
新
し
い
会
員

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
紫
雲
会
東
京
支
部
の
目
的
で

あ
る
、
会
員
相
互
の
親
睦
と
母
校
と
の
緊

密
な
連
絡
を
図
る
と
共
に
母
校
の
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
に
も
、
関
東
地
区
に
出
て

く
る
後
輩
達
へ
の
情
報
提
供
等
で
後
押
し
や

手
助
け
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
報
13
号
を
発
行
し
た
頃
に
は
、

紫
雲
会
東
京
支
部
活
動
で
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
、
年
次
幹
事
会
や
女
子

会
（
紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会
）
行
事
を
終
え
て
、

総
会
委
員
会
が
中
心
と
な
って
、
５
月
１
日

に
改
元
と
な
り
、「
令
和
」
元
年
最
初
の

紫
雲
会
東
京
支
部
定
期
総
会
の
準
備
を
始

め
て
お
り
ま
す
。

紫
雲
会
も
来
年
は
、
母
校
創
立
１
２
０

周
年
行
事
、
大
阪
支
部
も
70
周
年
記
念
総

会
を
開
催
す
る
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
で
は
２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン

ピッ
ク
・
パラ
リ
ン
ピッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

私
た
ち
も
心
に
残
る
記
念
の
年
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
更
に
、
今
年
４
月
に
は
天
皇
陛
下

の
退
位
、
５
月
に
は
新
天
皇
陛
下
の
即
位

で
改
元
と
な
り
「
令
和
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
の
で
、
こ
れ
も
大
き
な
記
憶
に
な
る
年

に
な
り
ま
す
。

我
々
役
員
一
同
、
紫
雲
会
東
京
支
部
が

更
な
る
発
展
を
果
た
す
べ
く
、
力
を
尽
く
し

て
参
り
ま
す
。

　

　

　

紫
雲
会
東
京
支
部
長　

Ｓ
39
年
卒　

北
條　

勇

ヨット部

珠算・電卓部

柔 道 部吹奏楽部

野 球 部
珠
算・電
卓
の
部

・団
体
総
合
優
勝
‼

福
井
国
体
で

優
勝
し
た
女
子
チ
ー
ム

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
優
勝
！

※
関
連
記
事
／
５
面

※
関
連
記
事
／
２
面
・
４
面
・
８
面

※
関
連
記
事
／
５
面

第
91
回
選
抜
高
校
野
球
大
会　

ベ
ス
ト
16
進
出

第
49
回
明
治
神
宮
野
球
大
会　

ベ
ス
ト
4
進
出

※関連記事／ 5面・8面・10面 ※関連記事／ 5面・8面・10面

平成30年12月16日
第46回マーチングバンド全国大会　銀賞獲得

第41回全国高等学校柔道選手権大会
高商柔道部 男子女子個人戦・団体戦に出場

1 面　　令和元年 6月 1日発行	 第13号紫雲会東京



　

　

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度

平
成
30
年
度
支
部
活
動
は
、
昨
年
の
定

期
総
会
で
承
認
さ
れ
た
活
動
計
画
に
沿

い
、
支
部
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

を
い
た
だ
き
計
画
ど
お
り
に
達
成
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

７
月
７
日
に
は
85
周
年
記
念
総
会
を
開

催
し
、
1
6
6
名
の
出
席
の
も
と
有
意

義
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

親
睦
・
交
流
委
員
会
で
は
、
第
13
回
ゴ

ル
フ
大
会
を
C
P
G
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
、
第
12
回
日
帰
り
バ
ス
旅
行
「
房
総

半
島
を
行
く
」
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
。

会
報
12
号
を
発
行
し
、
広
く
会
員
の
皆

様
に
支
部
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。

東
京
香
川
県
人
会
は
第
1
0
0
回
記

念
総
会
を
11
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、
紫
雲

会
東
京
支
部
か
ら
約
60
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
30
年
度
の
付
議
事
項
は
決
議
を
要

す
る
も
の
４
件
、
報
告
事
項
７
件
で
し
た

が
、
全
て
総
会
に
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
議
事
項
の
内
容
は
、

1
．
平
成
29
年
度
会
計
報
告
及
び
会
計

監
査
報
告

2
．
平
成
30
年
度
事
業
に
関
わ
る
予
算

3
．
新
副
支
部
長
候
補
（
１
名
）
新
常

任
理
事
候
補
（
２
名
）、
新
理
事

候
補
（
５
名
）、
新
監
事
（
１
名
）

選
任
の
件
、

　
　

副
支
部
長（
２
名
）、理
事（
３
名
）、

幹
事
（
１
名
）
辞
任
の
件

4
．一
般
会
員
年
会
費
改
訂
（
令
和
元

年
度
よ
り
２
、０
０
０
円
に
改
訂
）

報
告
事
項
は
、

1
．
紫
雲
会
本
部
総
会
、
大
阪
支
部
総

会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
席

2
．
紫
雲
会
懇
談
会
開
催
（
紫
雲
会
本

部
、大
阪
支
部
、東
京
支
部
、学
校
）

3
．
10
月
３
日
に
ゴ
ル
フ
大
会
、
10
月
16

日
に
バス
旅
行
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施

4
．「
紫
雲
会
東
京
」
会
報
12
号
を
５

月
末
に
発
行
送
付
し
ま
し
た

5
．
東
京
香
川
県
人
会
総
会
に
東
京
支

部
よ
り
約
60
名
の
出
席

6
．
年
次
幹
事
会
を
５
月
19
日
に
開
催

7
．
支
部
作
品
展
示
会
に
貢
献
で
２
名

表
彰

薄
曇
り
な
が
ら
秋
ら
し
い
涼
し
い
空
気
の

下
で
楽
し
い
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
で
し
た
。
今

回
は
若
手
２
名
の
方
の
初
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
45
年
卒
の
久
保
文
典
さ
ん
と
57
年

卒
の
池
下
高
広
さ
ん
で
す
。
そ
の
お
二
人
の

大
活
躍
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
お
二
人
と
も

に
グ
ロ
ス
90
以
内
で

上
位
に
入
り
ま
し

た
。
旧
来
か
ら
の

参
加
者
は
強
烈
な

刺
激
を
受
け
て
、

次
回
大
会
で
は
先
輩
と
し
て
の
意
地
を
見

せ
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
前
回
大
会
優
勝
の

山
田
二
郎
さ
ん
は
第
３
位
、
毎
回
上
位
の

北
條
支
部
長
が
準
優
勝
で
し
た
。
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
プ
レ
ー
の
反
省
談
話
、
母
校
サ
ッ

カ
ー
部
や
野
球
部
の
活
躍
に
会
話
が
は
ず

み
ま
し
た
。

第
13
回「
支
部
ゴ
ル
フ
大
会
」の

結
果
に
つ
い
て

開
催
日　

平
成
30
年
10
月
３
日（
水
）

場　

所　
�

C
P
G
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
（
千
葉
県
市
原
市
）

参
加
者　

19
名

成　

績

　

優　

勝　

池
下
高
広
（
57
年
卒
）

　

準
優
勝　

北
條　

勇
（
39
年
卒
）

　

第
３
位　

山
田
二
郎
（
31
年
卒
）

　

ベ
ス
グ
ロ
賞　

�

北
條　

勇（
39
年
卒
）

10
月
16
日
（
火
）
曇
天
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
無
事
平
成
最
後
の
親
睦
バス
旅
行
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
朝
の
出
発

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遠
方
か
ら
ご
参
加
く
だ

さった
方
々
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
行
程
と

し
て
少
し
残
念
だっ
た
の
は
、
当
初
の
計
画
の

「
新
日
鉄
住
金
工
場
見
学
」
が
、
希
望
日

の
申
込
者
が
多
数
で
も
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

ま
た
、
そ
の
代
替
え
で
の
「
鋸
山
」
で
も
、

曇
天
の
た
め
に
雄
大
な
眺
め
が
見
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
近
く
に
住
ん
で
い
て
も
な
か
な
か

行
く
チ
ャ
ン
ス
が
な
い
と
の
声
を
頂
い
て
い
た
の

で
、
晴
れ
て
欲
し
かっ
た
と
残
念
に
思
って
い

ま
す
。
ハ
チ
ミ
ツ
工
場
見
学
と
、
海
中
観
光

船
で
の
サ
カ
ナ
ウ
ォッ
チ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
都

心
か
ら
の
近
距
離
で
こ
の
よ
う
な
自
然
が
あ

る
こ
と
に
私
は
少
し
ホッ
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ハチ
ミ
ツ
を
購
入
さ
れ
た
方
々
は
、
お
味
は
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
市
販
の
も
の
と
は
、

違
って
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
。
何
は
と
も
あ

れ
、
心
許
せ
る
同
窓
の
方
々
と
の
旅
は
本
当

に
楽
し
い
も
の
で
し
た
。

次
回
は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
夢
の
あ
る
楽
し
い

企
画
を
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
お
付
き
合
い

の
程
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
30
年
４
月
21
日
（
土
）
銀
座
の
「
サ

ン
ミ
高
松
本
店
」
に
て
、第
４
回
紫
雲
オ
リ
ー

ブ
会
を
開
催
、
斎
藤
彰
子
さ
ん
の
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
、
金
子
友
美
さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
、
海
藤
由

紀
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
『
懐
か
し

の
映
画
音
楽
』
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
み
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
に
つ
な
が
る
映
画
音

楽
は
、
皆
様
の
心
に
温
か
い
も
の
を
お
届
け
し

た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
皆
様
に
毎
回
楽
し
み

に
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
料
理
は
も
ち
ろ
ん

大
変
お
い
し
く
、
ご
参
加
く
だ
さった
37
名
の

方
々
に
、
大
変
喜
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

平
成
31
年
４
月
20
日（
土
）に
は
29
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、平
成
最
後
の
第
５
回
紫

雲
オ
リ
ー
ブ
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。寅
さ
ん
ファン
ク
ラ
ブ
松
井
寿
一
会
長
を
お

迎
え
し
て
、『
笑
い
と
健
康
』を
テ
ーマに
講
演
を

い
た
だ
き
、香
川
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

「
サ
ン
ミ
高
松
本
店
」の
お
料
理
と
共
に
、笑
顔

いっぱ
い
の
和
や
か
な
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

毎
回
楽
し
み
に
し
て
参
加
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
らっし
ゃい
ま
す
。
各
先
生
のエ
ピ
ソ
ー

ド
や
部
活
動
の
思
い
出
に
お
し
ゃべ
り
の
花
が

咲
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
て
い
る
笑
顔
に
、

平
和
の
喜
び
を
共
有
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

第
６
回
紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会
は
、
３
面
の
紫

雲
オ
リ
ー
ブ
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

平
成
30
年
度 

第
13
回

　
ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
報
告

親
睦
・
交
流
委
員
長

Ｓ
39
年
卒　

大
森　

正

 

　

　

　

30
年
度
の
親
睦
バ
ス
旅
行

　
　
『
房
総
半
島
を
行
く
』

　
　
　
　
　
海
鮮
料
理
堪
能
と
海
中
観
光
船
乗
船

親
睦
・
交
流
副
委
員
長　

Ｓ
39
年
卒　

桑
島
恵
美
子

第
４
回
♥
第
５
回

嬉
し
い
！
楽
し
い
‼
紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会

Ｓ
49
年
卒　

塚
本
初
江

こ
の
春
、
野
球
部

は
選
抜
大
会
と
い
う

全
国
の
大
舞
台
で
、

と
て
も
貴
重
な
経
験

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。私
も
記
録
員
と
し
て
ベ
ン
チ
に
入
り
、

甲
子
園
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
い
た
し
ま

し
た
。

昨
年
の
夏
の
予
選
で
、
ま
さ
か
の
三

回
戦
敗
退
に
終
わ
り
ま
し
た
。
新
チ
ー
ム

に
な
り
、
部
員
全
員
で
意
思
統
一
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。
秋
季
大
会
に

向
け
て
「
四
国
大
会
優
勝
」
と
い
う
目
標

を
立
て
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
全
員
で
長
時
間
話

し
合
い
ま
し
た
。

私
は
、
こ
の
時
は
何
も
思
わ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
振
り
返
る
と
、
こ
の
部
員

同
士
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
、
そ
の
後
の
チ
ー

ム
の
つ
な
が
り
を
作
り
、
通
称
「
コ
ツ
コ
ツ

ネ
バ
ネ
バ
作
戦
」
と
い
う
勝
利
の
戦
略
に

つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

秋
季
県
大
会
、
四
国
大
会
と
一
試
合
ず

つ
勝
ち
進
む
た
び
に
さ
ら
に
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
い
、
意
見
を
出
し
合
っ
て
気
の
緩

み
を
防
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
昨
年
度

あ
と
一
歩
で
逃
し
た
選
抜
大
会
出
場
を
決

め
た
時
は
、
涙
が
出
る
ほ
ど
嬉
し
か
っ
た

で
す
。

選
抜
大
会
は
二
回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
部
員
た
ち
の
「
夏
絶
対
甲

子
園
に
戻
る
」と
い
う
言
葉
を
胸
に
秘
め
、

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
同
全
力
で
部
員
を
支
え

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

　

紫雲会東京支部　平成30年度　会計報告
期間：平成30年4月1日〜平成31年3月31日　単位：円

収入 支出
前年度繰越 1,047,365 総会費用 1,230,977
総会会費 1,178,000 　料理　＠5,400Ｘ170名　  918,000
　男＠8,000Ｘ107名　  856,000 　飲料　＠1,296Ｘ170名　  220,320
　女＠7,000Ｘ  46名　  322,000
お祝金 30,000 　懇談軽食　　　　　　　　　　12,960
役員年会費 　 444,000 　作品展示　　　　　　　　　　36,613
一般年会費　 416,000 　雑費　　　　　　　　　　　　　43,084
　30年度分　　356,000　
　前年度分　　  60,000 　総会案内発送費　　　  　167,929 167,929
会報賛助金・広告費 402,000
　賛助金　　　157,000 事務消耗品・通信費 106,001
　　＠5,000Ｘ23名　　　115,000 旅費交通費 168,972
　　＠3,000Ｘ14名　　　  42,000 慶弔 220,000
　企業広告　240,000 振込負担金 37,354
　　＠20,000Ｘ2社　　　  40,000 会議費補助 427,788
　　＠50,000Ｘ4社　　　200,000 　役員会　　　　　　　　　　　124,800

　常任理事会　　　　　 　　　44,080
　　31年度分　　　　　　　  5,000 　年次幹事会　　　　　　　　104,400

　各委員会　　　　　　　 　　154,508
本部補助金 300,000 委員会補助金 8,000
寄付金 70,000 　同期会助成金　　　　　　　　8,000
85周年記念基金より 400,000
受取利息 1 会報発行費12号紙 336,960

ホームページ更新委託費 68,148
四国新聞広告預り金 50,000 事務局費 50,000

全国大会応援費用 14,200

　　　(当年度収入合計　3,290,001) 　　　(当年度支出合計　2,836,329)
次年度繰越 1,501,037

計 4,337,366 4,337,366

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費の約半額と交通費の全額個人負担
＊常任理事会は2回開催、補助は1回のみ
＊各委員会の出席者は、会議費の約半額と交通費全額個人負担

野
球
部
を
支
え
て

　
　
　
　
全
国
大
会
へ

野
球
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー　

合
田
祐
希

2 面　　令和元年 6月 1日発行	 第13号紫雲会東京



★
ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
で
北
欧
の
懐

か
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
散
策
体
験
し
、

合
わ
せ
て
川
越
の
街
で
我
が
国
の
古
き
懐

か
し
き
時
代
も
体
感
す
る
。「
平
成
」
か

ら
「
令
和
」
と
な
っ
た
「
令
和
元
年
」
に

ふ
さ
わ
し
い
、

チ
ョ
ッ
ピ
リ「
時

代
」
を
意
識
し

た
計
画
に
し
ま

し
た
。

　

池
袋
芸
術
劇

場
前
を
9
時
出

発
と
し
、
遠
く

か
ら
の
参
加
を

し
や
す
く
し
ま

令
和
元
年
度
「
第
14
回
紫
雲
会
東
京

支
部
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
下
記
の
通
り
開
催
い

た
し
ま
す
。

ゴ
ル
フ
愛
好
者
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
女
性
の
ご
参
加
大
歓
迎
で
す
。

若
手
会
員
の
み
な
さ
ま
も
こ
ぞ
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

記

１
．
日
時令

和
元
年
10
月
２
日（
水
）

集
合
９
時

（
ス
タ
ー
ト　

ア
ウ
ト
９
時
27
分

〜
６
組
）

２
．
会
場C

P
G
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

千
葉
県
市
原
市
川
在
9
7
4

T
E
L

　

0
4
3
6
─

３
６
─

1
2
5
1

ク
ラ
ブ
バ
ス

J
R
五
井
駅
東
口		

８
時
30
分

（
バ
ス
利
用
は
事
前
予
約
が
必

要
で
す
）

３
．
会
費１

３
、0
0
0
円

（
プ
レ
ー
費
、食
事
、パ
ー
テ
ィ
、

賞
品
代
含
む
）

４
．
申
し
込
み
先

幹
事　

大
森　

正

T
E
L
・
F
A
X

　

0
4
3
─

2
7
3
─

2
6
6
2

５
．
締
切令

和
元
年
９
月
10
日（
火
）

し
た
。
行
先
も
近
場
2
か
所
に
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
サ
イ
ボ
ク
ハ
ム
で
の
お
土

産
お
買
い
物
と
、
川
越
割
烹
“
福
登
美
”

で
の
昼
食
を
準
備
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

例
年
に
も
増
し
て
多
く
の
方
々
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
実
施
日　

令
和
元
年
10
月
10
日（
木
）

●
行　

先　

ム
ー
ミ
ン
バ
レ
ー
パ
ー
ク
と

　
　
　
　
　

小
江
戸
川
越
の
街

●
会　

費　

１
０
、０
０
０
円
（
バ
ス
交

通
費
・
昼
食
代
・
入
場
料
・

飲
物
代
・
そ
の
他
諸
費
用
）

●
集
合
・
解
散
場
所　

池
袋
駅
西
口　

東

京
芸
術
劇
場
前

●
時　

間　

集
合
・
出
発
：
9
：
00

　
　
　
　
　

解
散
：
17
：
20
（
予
定
）

●
申
込
先
・
〆
切

　

担
当　

桑
島　

恵
美
子

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
３
─

３
２
０
３
─

４
８
０
８
、

　

Ｐ
Ｃ kuwa2525@

yahoo.co.jp

　

〆
切
日　

8
月
30
日（
金
）

本
年
度
は
次
の
活
動
計
画
を
推
進
い
た

し
ま
す
。

⒈ 

組
　
織

①
役
員
人
事

（
新		

任
）

常
任
理
事
候
補
（
３
名
）

Ｓ
36
年
卒　

斎
藤　
　

昭　

様

Ｓ
45
年
卒　

久
保　

文
典　

様

Ｓ
54
年
卒　

堀　
　

眞
英　

様

（
退		

任
）

理　

事Ｓ
28
年
卒　

上
田　

康
夫　

様

Ｓ
36
年
卒　

橘　
　

邦
宏　

様

Ｓ
37
年
卒　

藤
沢　

邦
彦　

様

Ｓ
39
年
卒　

加
納　
　

孝　

様

Ｓ
41
年
卒　

小
坂　

敏
彦　

様

Ｓ
47
年
卒　

植
本　

尚
樹　

様

Ｓ
48
年
卒　

中
野　

伸
之　

様

Ｓ
59
年
卒　

二
川　

正
浩　

様

Ｈ
８
年
卒　

青
木　

寛
治　

様

②
会　

議

総　
　
　

会　

１
回
／
年　

開
催

 

７
月

役　

員　

会　

１
回
／
年　

開
催

３
月

表
彰
委
員
会　

１
回
／
年　

開
催

３
月

常
任
理
事
会　

２
回
／
年　

開
催

11
月
・
３
月

年
次
幹
事
会　

１
回
／
年　

開
催

５
月

８
委
員
会

（
総
会　

親
睦
交
流　

表
彰
検
討　

会

報　

総
務　

年
次
幹
事　

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ　

女
子
会
）		

随
時
／
年
開
催

⒉ 

親
睦
・
交
流
事
業

①
日
帰
り
旅
行　

下
記
参
照

②
ゴ
ル
フ
大
会　

下
記
参
照

③
女
子
会
（
紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会
）

　

４
月　

開
催
済

④	

母
校
ス
ポ
ー
ツ
で
東
京
大
会
時
の
団

体
戦
応
援

⑤	

東
京
香
川
県
人
会
定
期
総
会　

11
月

14
日　

開
催

⒊ 

広
報
活
動

①	

広
報
紙「
紫
雲
会
東
京
」13
号
を
発
行

②	

東
京
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
充

実
と
共
に
情
報
発
信
に
努
め
る
。

⒋ 

カ
ル
チ
ャ
ー
活
動

①
会
員
作
品
展
の
開
催

②
会
報
「
投
稿
コ
ー
ナ
ー
」
の
充
実

③
表
彰
対
象
者
の
募
集

⒌ 

基
盤
強
化
活
動

①	

会
員
名
簿
の
充
実
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

②
新
規
会
員
の
掘
り
起
し

③
年
次
同
窓
会
の
開
催
支
援

④
役
員
の
拡
充

⑤
年
次
幹
事
の
拡
充

⑥	

小
規
模
で
の
交
流
活
動
（
ボ
ー
リ
ン

グ
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
カ
ラ
オ
ケ
。

懇
親
会
）
の
開
催

⒍ 

紫
雲
会

（
本
部
）（
大
阪
支
部
）
及
び
学
校
と
の

連
携
。

⒎ 

役
員
年
会
費

一
部
改
訂

東
京
タ
ワ
ー
を
目
の
前
に
し
な
が
ら
自
然

の
広
大
な
庭
園
の
「
う
か
い
亭　

芝
公
園
」

で
お
花
見
会
席
を
企
画
致
し
ま
し
た
。

と
って
も
素
敵
な
ロ
ケ
ー
ション
で
す
。

女
性
の
皆
様
、
日
頃
の
自
分
へ
の
ご
褒
美

に
ち
ょっ
ぴ
り
リ
ッ
チ
な
ラ
ン
チ
を
ご
一
緒
し

ま
せ
ん
か
？

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

日　

時　

令
和
２
年
４
月
３
日
金
曜
日

　
　
　
　
　

集
合　

11
時
45
分

　
　
　
　
　

会
食　

12
時
〜
14
時

会　

場　
「
東
京
芝	

と
う
ふ
屋
う
か
い
」

芝
公
園

東
京
都
港
区
芝
公
園
４
─

４
─

13

℡	
03
─

３
４
３
６
─

１
０
２
８

会　

費　

７
千
円

申
し
込
み
方
法　

令
和
２
年
１
月
頃
ご
案

内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ　

岡
本
え
り
子

０
９
０
─

３
９
６
３
─

８
０
１
１

令
和
元
年
度

支
部
活
動
計
画

第
６
回

紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会（
女
子
会
）の

ご
案
内

紫
雲
オ
リ
ー
ブ
会　

委
員
長　

Ｓ
46
年
卒

岡
本
え
り
子

第
14
回

ゴ
ル
フ
大
会
の
ご
案
内

親
睦
・
交
流
委
員
長　

Ｓ
39
年
卒

大
森　

正

　　
　
　
　

  

第
13
回

紫
雲
会
東
京
支
部
親
睦
バ
ス
旅
行

の
ご
案
内

『
北
欧
ム
ー
ミ
ン
の
世
界
を

体
感
し
小
江
戸
川
越
を

散
策
す
る
ゆ
っ
た
り
旅
』

親
睦
・
交
流
副
委
員
長　

Ｓ
39
年
卒

桑
島
恵
美
子

　

令
和
元
年
度

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

東
京
支
部
定
期
総
会
の
ご
案
内

紫雲会東京支部　令和元年度　予算
期間：2019年4月1日〜2020年3月31日　単位：円

収入 支出
前年度繰越 1,501,037
総会会費 1,300,000 総会費用 1,370,280
　男＠8,000X110名　　880,000 　料理　＠5,400X180名　972,000
　女＠7,000X  60名　　420,000 　飲料　＠1,296X180名　233,280
お祝金 30,000

　懇談軽食　　　　　　　　 　15,000
　作品展示　　　　　　　　 　60,000
　雑費　　　　　　　　　　　 　30,000
　イベント費　　　　　　　　　60,000

役員年会費 444,000 総会案内 会報発送費 170,000
一般年会費 534,000 事務消耗品・通信費 125,000

旅費交通費 175,000
会報賛助金・広告費 425,000 慶弔（表彰含む） 70,000
　賛助金　　　170,000 振込負担金 45,000
　　＠5,000X25名　　　125,000 会議費補助 451,000
　　＠3,000X15名　　　  45,000 　役員会　　　　　　　　　　144,000
　企業広告　260,000 　常任理事会　　　　　　　  72,000
　　＠50,000X4社　　　200,000 　年次幹事会　　　　　　　  93,000
　　＠20,000X3社　　　  60,000 　各委員会　　　　　　　　  142,000
30年度に入金済　　　-　5,000

委員会補助金 50,000
本部補助金 300,000 　年次幹事委員会同期会助成金　50,000

四国新聞広告費 54,000
会報発行費11号紙 350,000
ホームページ更新委託費 70,000
事務局費 50,000
90周年記念積立 100,000
予備費 100,000

当年収入合計　　　　　  （3,033,000） 当年支出合計　　　　　  （3,180,280）
次年度繰越 1,353,757

計 4,534,037 4,534,037

＊役員会・常任理事会・年次幹事会の出席者は、会議費の半額程度と交通費の全額個人負担
＊常任理事会は2回開催、補助は1回
＊各委員会の出席者は、会議費の約半額と交通費全額個人負担

　

本
年
度
も
紫
雲
会
東
京
支
部
定
期
総
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
賜
り
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
で
86
回
目
の
総
会
と
な
り
ま
す

が
、実
行
委
員
会
が
一
生
懸
命
の
企
画
で
、

皆
様
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
多
く

の
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

記

⒈ 

日
　
時

令
和
元
年
７
月
７
日（
日
）

12
時
〜
16
時

（
受
付
は
11
時
〜		

お
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
）

⒉ 

場
　
所

サ
ン
ミ
高
松
７
丁
目
店

東
京
都
中
央
区
銀
座
７
─

13
─

20

電
話　
０
３
─
３
５
４
６
─
８
１
８
２

⒊ 

交
　
通

東
京
メ
トロ　
日
比
谷
線
「
東
銀
座	

駅
」

徒
歩
５
分
、
銀
座
線
「
銀
座
駅
」
徒
歩

７
分
、
都
営
浅
草
線
「
東
銀
座	

駅
」
徒

歩
５
分
、
Ｊ
Ｒ
「
新
橋
駅
」
徒	

歩
５
分

⒋ 

会
　
費

１
面
参
照

⒌ 

イ
ベ
ン
ト

相
撲
甚
句

　
　

Ｓ
41
年
卒　

村
川
順
一
郎　

氏

　
　

Ｓ
42
年
卒　

細
川　

節
子　

氏

　
　

Ｓ
42
年
卒　

牛
尾　

健
一　

氏

⒍ 
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
・
盆
踊
り

支
部
や
役
員
の
ご
寄
贈
で
賞
品
を
用

意
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

⒎ 

作
品
展

今
年
で
12
回
目
の
総
会
併
設
展
示
会

で
、
会
員
の
力
作
（
絵
画
、
書
道
、

写
真
等
）
を
是
非
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

⒏ 

次
　
第

開
会
、
校
歌
斉
唱
、
挨
拶
、
報
告
、

審
議
・
役
員
人
事
、
乾
杯
、
懇
談
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
万
歳
三
唱
、
閉
会

（
若
干
の
変
更
は
あ
り
ま
す
）

⒐ 

お
願
い

会
報
に
同
封
の「
総
会
出
欠
ハガ
キ
」	を

６
月
15
日（
土
）ま
で
に
投
函
く	

だ
さ

る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

3 面　　令和元年 6月 1日発行	 第13号紫雲会東京



平成30年度 定期総会風景平成30年度 定期総会風景

平
成
31
年
３
月
23
日

第
47
回
全
国
高
等
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
抜
大
会

※
関
連
記
事
／
５
面
・
８
面
・
10
面

※
関
連
記
事
／
８
面
・
10
面

野球部 第49回明治神宮野球大会応援風景（ベスト4）

第91回選抜高校野球大会 甲子園球場内勝利の風景

写真　池田　政廣氏（S39年卒） 日本画　谷村虎之介さん
谷村　祥子氏（S56年卒）のご子息

油彩　片岡　英明氏（S32年卒）

書道　岩崎　智雄氏（S32年卒）
書道　築地　佐和子氏（S56年卒）

写真　谷本　清彦氏（S32年卒）
写真　関　邦義氏（S33年卒）

平
成
31
年
３
月
24
日

第
42
回
全
国
高
等
学
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

野球部 熱戦、応援風景

日本画　小原　清氏（S33年卒） 写真　中西　勲氏（S33年卒）

4 面　　令和元年 6月 1日発行	 第13号紫雲会東京

平
成
30
年
度

作
品
展
示
会

平
成
30
年
度

作
品
展
示
会



平成30年度 定期総会風景平成30年度 定期総会風景

北條東京支部長挨拶 司会を努めた塚本さん、間瀬さん 珠算部・タイプ部他文化部の皆様 乾杯！ 真鍋健彦紫雲会本部元会長

昨
年
の
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
優
勝
に
引
き
続

き
、
今
年
は
国
民
体

育
大
会
で
優
勝
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
８
月
に
行
わ
れ
た
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で

は
惜
し
く
も
準
優
勝
だ
っ
た
も
の
の
、
国
体

で
リ
ベン
ジ
を
果
た
す
形
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
優
勝
を
目
の

当
た
り
に
し
て
、
本
人
た
ち
も
「
先
輩
に
続

こ
う
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
自
然
と
全

国
優
勝
を
す
る
こ
と
が
彼
女
た
ち
の
目
標
に

な
り
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
準
優
勝
と

い
う
結
果
に
な
り
、
顧
問
の
な
か
で
は
上
出

来
だ
と
思
って
い
ま
し
た
が
、
本
人
た
ち
は
と

全
国
大
会
優
勝
を

意
識
し
始
め
た
の
は

昨
年
９
月
で
す
。
７

年
前
、
電
卓
団
体
優

勝
に
導
い
た
元
顧
問

で
O
B
の
三
村
栄
美
子
先
生
に
は
度
々
部

室
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
顧

問
で
珠
算
部
O
B
の
佐
々
木
英
二
先
生
も

「
並
・
上
・
特
上
」
と
読
上
算
の
レ
ベ
ル
を

変
え
、
部
員
の
や
る
気
を
引
き
出
し
て
く
れ

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
梶
正
司
校
長
先
生
か

ら
も
県
・
四
国
・
全
国
と
毎
大
会
前
に
激
励

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
部
員
も
普
段

の
生
活
か
ら
全
国
優
勝
を
意
識
し
て
行
動
し

３
月
23
日
か
ら
５

日
間
の
日
程
で
、
茨

城
県
ひ
た
ち
な
か
市

に
お
い
て
全
国
選
抜

大
会
が
開
催
さ
れ
、

私
た
ち
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
11
年
ぶ
り
に
男
女

で
団
体
の
部
に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
前
回
、
男
女
そ
ろ
っ
て
出
場
し
た
の
は

平
成
19
年
度
で
、「
男
女
で
団
体
ベス
ト
８
」

と
い
う
伝
統
あ
る
高
松
商
業
バド
ミ
ン
ト
ン
部

の
歴
史
の
な
か
で
も
、
快
挙
と
呼
ぶ
に
ふ
さ

わ
し
い
成
績
を
残
し
た
大
会
で
し
た
。
そ
れ

以
来
、
男
子
、
女
子
そ
れ
ぞ
れ
が
全
国
の
切

符
を
得
る
こ
と
は
あった
も
の
の
、
長
く
ア
ベッ

ク
で
の
選
抜
大
会
出
場
か
ら
は
遠
ざ
かって
い

３
月
20
・
21
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
第
41

回
全
国
高
等
学
校
柔

道
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
男
女
団
体
、

男
子
個
人
２
階
級
、
女
子
個
人
５
階
級
の

出
場
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
男

子
団
体
に
お
い
て
は
、
４
年
連
続
21
回
目
。

女
子
団
体
で
は
14
年
連
続
14
度
目
の
出
場

と
な
り
ま
し
た
。
紫
雲
会
東
京
支
部
の
皆

様
に
は
温
か
い
ご
声
援
と
ご
支
援
を
賜
り
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
で
は
、
男
子
団
体
が
１
回

戦
で
和
歌
山
県
代
表
の
初
芝
橋
本
高
校
と

 

　

 

　

 

　

 

　

 

　

て
も
悔
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

後
も
今
ま
で
以
上
に
練
習
を
重
ね
、
国
体

に
臨
み
ま
し
た
。

会
場
で
あ
る
日
本
海
側
の
海
は
、
日
常

練
習
し
て
い
る
瀬
戸
内
の
海
と
は
全
く
違
っ

て
い
て
、
選
手
も
環
境
に
慣
れ
る
の
が
大
変

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
台
風
一
過
の
不
安
定
な

風
で
の
レ
ー
ス
と
な
り
ま
し
た
。
県
外
選
手

が
成
績
を
落
と
す
な
か
唯
一
、
夛
田
・
林

組
だ
け
が
安
定
し
て
上
位
を
キ
ー
プ
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
風
や
波
の
う
ね
り
が
レ
ー

ス
の
と
き
に
比
較
的
穏
や
か
だ
っ
た
と
い
う
運

の
よ
さ
も
あ
り
ま
す
が
、
２
人
の
コ
ン
ビ
ネ
ー

シ
ョ
ン
の
完
成
度
や
レ
ー
ス
に
挑
む
メ
ン
タ
ル

が
他
県
の
選
手
に
勝
っ
て
い
た
こ
と
が
、
彼

女
た
ち
の
優
勝
に
つ
な
が
って
い
た
と
思
い
ま

す
。
今
年
の
輝
か
し
い
成
績
に
次
の
ヨッ
ト

部
員
が
続
き
、
さ
ら
な
る
「
高
商
旋
風
」

を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

て
い
ま
し
た
。
以
前
、
部
室
の
靴
を
き
ち
ん

と
揃
え
る
こ
と
か
ら
始
め
た
と
こ
ろ
、
部
室

入
口
右
側
に
運
動
靴
、
左
側
に
ロ
ー
ファ
ー
と

分
け
て
並
べ
て
い
ま
し
た
。
普
段
の
何
気
な
い

行
動
が
女
神
に
振
り
向
い
て
も
ら
え
た
原
因

の
ひ
と
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
部
室
の
日
め
く

り
カ
レ
ン
ダ
ー
に
、『
運
を
捕
ま
え
ら
れ
る
か

ど
う
か
は
、
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
い
た
か
ど

う
か
だ
。』
と
い
う
名
言
が
あ
り
ま
す
。
ノ
ー

ベル
物
理
学
賞
受
賞
の
小
柴
昌
俊
博
士
の
言

葉
で
す
。
部
員
は
準
備
を
怠
ら
ず
、
様
々
な

プ
レッシャ
ー
に
打
ち
勝
って
き
た
の
で
し
ょ
う
。

全
国
優
勝
と
い
う
経
験
を
さ
せ
て
く
れ

た
団
体
メ
ン
バ
ー
や
部
員
全
員
、
周
囲
の

方
々
に
感
謝
で
す
。
こ
の
感
謝
を
少
し
で
も

恩
返
し
し
て
い
け
る
よ
う
、
高
商
O
B
と

し
て
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

今
後
も
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
に
手
に
し
た
チ
ャ
ン
ス
で

し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
迎
え
た
大
会
は
、

壁
の
高
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
男
子
は
団
体
・
シ
ン
グ
ル
ス
と
も
に

力
の
差
を
見
せ
つ
け
ら
れ
初
戦
敗
退
。
女
子

に
お
い
て
は
、
ダ
ブ
ル
ス
で
中
西
・
三
本
組
が

強
豪
埼
玉
栄
の
選
手
を
相
手
に
、
激
戦
の
末

に
勝
利
を
お
さ
め
た
り
、
シ
ン
グ
ル
ス
で
も
中

西
が
２
回
戦
に
勝
ち
進
む
な
ど
、
全
国
の
舞

台
で
実
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
の

一
方
で
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
で
接
戦
を
落

と
す
な
ど
、
悔
い
も
残
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
悔
し
さ
を
ば
ね
に
、ま
た
一
か
ら
チ
ー

ム
を
見
直
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
向
け
て
よ
り

一
層
競
技
力
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
お
忙
し
い
中
、

会
場
ま
で
駆
け
つ
け
て
熱
い
声
援
を
送
って
い

た
だ
い
た
紫
雲
会
の
皆
様
方
に
は
大
変
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対
戦
し
、
代
表
戦
の
末
に
勝
利
し
、
２
回

戦
に
進
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
続
く

２
回
戦
で
は
沖
縄
尚
学
高
校
と
対
戦
し
ま

し
た
が
敗
退
し
ま
し
た
。
女
子
団
体
で
は

１
回
戦
で
神
奈
川
県
代
表
の
横
須
賀
学
院

高
校
と
対
戦
し
、
１
対
２
で
敗
退
と
な
り
ま

し
た
。
個
人
戦
に
お
い
て
は
女
子
63
㎏
級
の

秋
山
晴
香
と
、
女
子
70
㎏
級
の
村
井
杏
弥

が
３
回
戦
ま
で
進
出
し
、
ベ
ス
ト
16
に
入
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

全
国
と
い
う
厳
し
い
戦
い
の
中
で
、
男
子

団
体
で
の
１
勝
と
、
女
子
個
人
で
２
名
の
ベ

ス
ト
16
と
い
う
、
次
に
繋
が
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
夏
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
さ
ら
に
良

い
結
果
が
ご
報
告
で
き
る
よ
う
日
々
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
期
待

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
ま
で
以
上
に
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
29
年
10
月
、

３
年
連
続
全
国
大
会

出
場
を
か
け
て
挑
ん

だ
四
国
大
会
で
代
表

に
な
れ
ず
悔
し
涙
を

流
し
ま
し
た
。
そ
の
悔
し
さ
を
胸
に
、
８
月

の
定
期
演
奏
会
後
も
７
割
以
上
の
３
年
生
が

部
活
を
続
け
、
絶
対
に
全
国
大
会
へ
出
場
し

た
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
迎
え
た
10
月
の
四
国
大
会
で
は
念
願
の

代
表
・
金
賞
を
受
賞
し
、
２
年
振
り
に
全
国

大
会
の
切
符
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。全

国
大
会
は
12
月
16
日
（
日
）
に
さ
い
た

ま
ス
ー
パー
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
・

２
年
生
に
とって
は
初
め
て
の
全
国
大
会
で
あ

り
、
当
日
は
朝
か
ら
緊
張
と
期
待
が
入
り
混

じって
い
る
様
子
で
し
た
。
そ
し
て
午
後
２
時

49
分
、
た
っ
た
８
分
間
の
本
番
が
始
ま
り
ま

し
た
。
何
百
時
間
も
か
け
て
何
百
回
も
練

習
し
て
き
た
内
容
を
出
し
切
ろ
う
と
、
生
徒

は
ひ
た
む
き
に
演
奏
演
技
を
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
顧
問
と
い
う
立
場
を
忘
れ
て
、
た
だ
た

だ
生
徒
の
創
り
出
す
素
晴
ら
し
い
シ
ョ
ー
に

感
動
し
て
い
ま
し
た
。
結
果
は
「
銀
賞
」
で

し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成
果
を
十
分

に
発
揮
で
き
た
最
高
の
８
分
間
だっ
た
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ホ
テ
ル
ま
で
激

励
に
来
て
い
た
だ
い
た
北
條
支
部
長
様
、
池

田
常
任
理
事
様
を
は
じ
め
、
会
場
で
応
援

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
紫
雲
会
東
京
支
部
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
心
温
か
い
ご
支
援
・
ご
指
導
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
46
回
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

全
国
大
会吹

奏
楽
部
顧
問　

香
川
聡
士

「
福
井
国
体
優
勝

 
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
準
優
勝
」

ヨ
ッ
ト
部
顧
問　

樋
上
聡
史

全
国
選
抜
大
会

男
女
ア
ベ
ッ
ク
出
場

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
顧
問　

Ｈ
15
年
卒　

山
本
敏
雄

関
わ
っ
た
全
て
の
方
々
が

勝
利
の
女
神

珠
算
・
電
卓
部
顧
問　

Ｈ
４
年
卒　

福
村
珠
美

全
国
大
会
連
続
出
場

全
国
高
校
柔
道
選
手
権

を
終
え
て

柔
道
部
顧
問　

Ｈ
21
年
卒　

大
高
直
土
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①
額
装
・
パ
ネ
ル
等
の
サ
イ
ズ
通
知
の
こ
と

②
多
数
応
募
時
は
、
展
示
数
調
整
も
あ
り
ま

す

（
注
）①

宅
配
便
利
用
の
場
合
　
右
記
へ

　
７
月
６
日（
土
）午
前
中
配
達
指
定
の
こ
と

②
吊
下
げ
用
ヒ
モ
事
前
に
取
付
け
の
こ
と

（
注
）

出
品
点
数
　
２
点
以
内

大
き
さ
　
　
30
号
ま
で

申
込
期
限
　
６
月
29
日
（
土
）

搬

　
　入
　
７
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
総
会
会
場
午
前
９
時
30
分 

展

　
　示
　
搬
入
後 

出
品
者
全
員
で
実
施

撤

　
　去
　
総
会
終
了
20
分
後 

各
自
実
施

（
申
込
先
）
片
岡  

英
明

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０
・
７
２
８
２
・
０
３
２
５
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３
（
３
５
４
６
）
８
１
８
２
　

〒
1
0
4
│
0
0
6
1

　
東
京
都
中
央
区
銀
座
７
│
13
│
20

サ
ン
ミ
高
松
７
丁
目
店

担
当

　谷
本  

清
彦

○
絵
画・版
画

出
品
点
数
　
２
点
以
内

大
き
さ
　
　
全
倍
ま
で

（
申
込
先
）
中
西
　  

勲

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　 

０
４
２
・
５
９
２
・
７
４
０
７
　

（
申
込
先
）
谷
本  

清
彦

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　 

０
４
７
・
３
４
６
・ 

３
９
３
４

○
写

　真
出
品
点
数
・
大
き
さ
　
相
談

○
書
道・工
芸

　等

第
12
回
会
員
作
品
展
　作
品
募
集

Ｓ
32
年
卒

　安
西

　愈 

様

・雲
の
峰
白
球
追
っ
た
日
は
宝

・運
命
に
生
き
よ
と
東
京
タ
ワ
ー
立
つ

・何
回
も
同
じ
失
敗
し
て
老
い
る

・人
生
を
捨
て
て
い
る
と
は
嘘
で
す
よ

・花
筏
　
諸
行
無
情
は
昔
か
ら

Ｓ
36
年
卒

　吉
田
勝
昭 

様

・よ
く
眠
り
す
っ
き
り
目
覚
め
た
講
演
会

・八
十
に
歌
詞
を
変
え
た
船
頭
さ
ん

・内
心
は
い
つ
ま
で
モ
ツ
か
披
露
宴

・不
祥
事
で
フ
ル
稼
働
す
る
シ
ュレ
ッ
ダ
ー

・予
約
し
て
も
し
な
い
と
同
じ
待
ち
時
間

元
高
商
教
師

　森

　孝
枝 

様

春
・囀
り
を
聞
く
一
本
の
樹
と
な
り
て

・子
規
の
庭
数
へ
て
増
や
す
蕗
の
薹

・筆
跡
は
老
成
の
子
規
春
日
差
し

・菜
の
花
の
供
花
子
規
に
添
ふ
母
の
墓

・春
陰
や
浅
き
廂
の
子
規
の
庵

・梅
林
や
花
の
気
息
の
穢
な
し

・梅
三
分
さ
さ
や
き
初
む
る
は
な
の
こ
ゑ

・落
椿
芭
蕉
庵
へ
の
道
し
る
べ

・少
年
の
描
く
未
来
図
木
々
芽
吹
く

・芽
吹
く
も
の
み
な
天
を
指
す
神
苑

Ｓ
37
年
卒

　若
宮
利
夫 

様

・室
町
の
時
よ
り
つ
づ
く
百
々
手
祭

少
子
化
案
ず
る
詫
間
の
生
里

・ボ
ボ
ー
と
鳴
る
音
は
大
き
く
吉
を
呼
ぶ

造
田
の
杜
に
は
釜
鳴
り
神
事

・菅
公
も
念
仏
躍
り
を
よ
ろ
こ
ぶ
や

讃
岐
の
雨
は
滝
宮
か
ら

Ｓ
35
年
卒

　福
家
貴
美 

様

・萩
の根

元
か
ら

秋
は
生
ま
れ
る

湧
き
立
つ
よ
う
に

風
も
生
ま
れ
る

・冬
の初

め
の

や
わ
ら
か
な
光

も
ぐ
ら
の
堀
起
こ
し
た

数
え
切
れ
な
い 

キ
ラ
キ
ラ
の
山

五
行
歌

川
柳

　俳
句

　短
歌

●
五
千
円
　
佃
　
　
昭
幸
（
昭
和
31
年
卒
）

安
西
　
　
彰
（
昭
和
32
年
卒
）

片
岡
　
英
明
（
昭
和
32
年
卒
）

谷
本
　
清
彦
（
昭
和
32
年
卒
）

関
　
　
邦
義
（
昭
和
33
年
卒
）

中
西
　
　
勲
（
昭
和
33
年
卒
）

吉
川
　
俊
夫
（
昭
和
33
年
卒
）

山
中
イ
ツ
子
（
昭
和
34
年
卒
）

造
田
　
貞
男
（
昭
和
36
年
卒
）

黒
川
　
達
夫
（
昭
和
36
年
卒
）

吉
田
　
勝
昭
（
昭
和
36
年
卒
）

北
條
　
　
勇
（
昭
和
39
年
卒
）

池
田
　
政
廣
（
昭
和
39
年
卒
）

大
森
　
　
正
（
昭
和
39
年
卒
）

桑
島
恵
美
子
（
昭
和
39
年
卒
）

入
谷
　
　
稔
（
昭
和
39
年
卒
）

松
濱
　
明
貴
（
昭
和
39
年
卒
）

高
橋
　
正
泰
（
昭
和
40
年
卒
）

西
木
　
茂
雄
（
昭
和
41
年
卒
）

藤
川
　
和
信
（
昭
和
46
年
卒
）

岡
本
え
り
子
（
昭
和
46
年
卒
）

串
田
　
裕
司
（
昭
和
46
年
卒
）

滝
　
　
健
一
（
昭
和
50
年
卒
）

萬
納
　
宏
俊
（
昭
和
51
年
卒
）

橋
川
　
慎
司
（
昭
和
52
年
卒
）

前
田
　
裕
弘
（
昭
和
54
年
卒
）

●
三
千
円
　
田
所
　
幸
子
（
昭
和
36
年
卒
）

高
畠
　
武
司
（
昭
和
36
年
卒
）

宮
本
　
洋
子
（
昭
和
38
年
卒
）

谷
川
　
生
市
（
昭
和
40
年
卒
）

大
谷
美
恵
子
（
昭
和
40
年
卒
）

室
井
三
千
代
（
昭
和
42
年
卒
）

本
多
　
市
子
（
昭
和
46
年
卒
）

塚
本
　
初
江
（
昭
和
49
年
卒
）

尾
崎
　
行
雄
（
昭
和
49
年
卒
）

福
西
佐
都
美
（
昭
和
51
年
卒
）

槫
谷
　
昌
彦
（
昭
和
52
年
卒
）

生
駒
　
真
澄
（
昭
和
55
年
卒
）

太
田
郁
治
郎
（
昭
和
56
年
卒
）

須
田
　
賢
二
（
昭
和
56
年
卒
）

谷
村
　
祥
子
（
昭
和
56
年
卒
）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

3年前の選抜で大活躍の
米麦君イケメンですね 往年の野球部の方々。多士済々ですねー サッカー部の方々 卒業50周年を迎えた43年卒業の皆さん

平成30年度 定期総会風景

紫
雲
会
東
京
支
部

の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
紫
雲
会
に
対
し

格
別
の
ご
支
援
、
ご

理
解
を
賜
り
、
誠
に

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
紫
雲
会
本
部
の
会
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
い
て
い
る
昭
和
43
年
卒
の
岡
義

博
で
す
。
会
長
就
任
以
来
３
年
目
に
入
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

母
校
に
お
い
て
は
、
本
年
３
月
４
日
に

紫
雲
会
の
入
会
式
が
行
わ
れ
、
５
日
に
卒

業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
紫
雲
会
入
会
式

に
お
い
て
卒
業
生
の
代
表
が
入
会
の
宣

誓
を
す
る
の
は
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
紫

雲
会
へ
の
意
識
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
紫
雲
会
入
会
式
に
東
京
支
部
長

の
北
條
勇
様
、
大
阪
支
部
長
の
北
畠
昭
二

様
に
お
越
し
頂
き
、
東
京
支
部
、
大
阪
支

部
の
活
動
状
況
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
３
年
目
と
な
り
ま
す
。
支
部
の
活

東
京
支
部
の
皆
様

に
は
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

東
京
支
部
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
86
年
の
歴
史
と
伝
統
に
培
わ

れ
た
支
部
組
織
の
も
と
、
日
々
充
実
し
た

支
部
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
特
に
会

報
「
紫
雲
会
東
京
」
を
通
し
て
会
員
へ
の

支
部
活
動
の
広
報
、
会
員
間
の
情
報
交
換

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
こ
と
、
大
変
素
晴
ら
し

く
思
って
お
り
ま
す
。

ま
た
、
今
年
の
春
は
３
年
振
り
の
春
の
選

抜
高
校
野
球
へ
の
出
場
、
東
京
支
部
の
皆

様
に
と
って
は
昨
年
秋
の
明
治
神
宮
大
会
に

続
い
て
の
応
援
で
し
た
が
、
非
常
に
多
く
の

方
が
甲
子
園
に
来
ら
れ
、
充
実
し
た
東
京

支
部
の
活
動
に
感
心
し
ま
し
た
。

発
な
活
動
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
東
京
方

面
、
大
阪
方
面
に
出
る
卒
業
生
に
と
っ
て

心
強
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
第
91
回
選
抜
大
会
に
野
球
部
が

３
年
ぶ
り
に
出
場
し
た
こ
と
は
大
変
喜
ば

し
い
出
来
事
で
し
た
。
東
京
支
部
に
お
か

れ
て
も
多
額
の
募
金
を
頂
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
１
回
戦
は
突
破
で

き
、
２
回
戦
は
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し

た
が
、
大
勢
の
皆
様
に
球
場
ま
で
応
援
に

来
て
頂
い
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
東
京
支
部
は
、
昨
年
支
部
創
設

85
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
強
固
な
組
織

力
と
活
発
な
活
動
に
東
京
支
部
の
長
い

歴
史
を
感
じ
る
次
第
で
す
。
来
年
は
母

校
の
創
立
1
2
0
周
年
と
な
り
ま
す
。

1
2
0
周
年
を
記
念
し
て
の
行
事
な
ど

を
企
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
母
校
へ

の
支
援
や
、
紫
雲
会
の
活
動
へ
の
御
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
支
部
の

益
々
の
御
発
展
と
支
部
会
員
の
皆
様
の
御

健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

大
阪
支
部
も
来
年
2
0
2
0
年
に
大
阪

支
部
創
立
70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
阪
支

部
と
し
ま
し
て
は
、
今
後
よ
り
一
層
の
組
織

の
充
実
を
図
り
、
活
発
な
支
部
活
動
に
努

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
こ
れ
か
ら

は
、
紫
雲
会
の
会
員
の
男
女
間
の
比
率
も
女

性
が
多
数
を
占
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
そ

の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
た
紫
雲
会

活
動
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
幸
い
に

も
東
京
支
部
、
大
阪
支
部
と
も
女
子
会
が

発
足
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
女
性
事

務
局
員
を
増
や
し
、
役
員
への
積
極
的
な
登

用
を
図
って
い
き
た
い
と
思
って
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
東
京
支
部
と
共
に
高
松
の
本
部

を
支
え
る
両
輪
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
両
支
部

の
先
輩
諸
氏
が
築
か
れ
た
伝
統
と
連
携
協

調
の
和
を
よ
り
一
層
深
め
る
べ
く
、
紫
雲

会
活
動
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
紫
雲
会
東
京

支
部
の
今
後
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
会
員

の
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

紫
雲
会
会
長
挨
拶

紫
雲
会
会
長　

Ｓ
43
年
卒　

岡　

義
博

紫
雲
会
大
阪
支
部
長
挨
拶

紫
雲
会
大
阪
支
部
長　

Ｓ
40
年
卒　

北
畠
昭
二

紫
雲
会
東
京
支
部

の
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
本
校
の
教
育
活
動

に
対
し
ま
し
て
ご
支

援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま

た
、
第
91
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
出
場
の

際
に
は
、
個
人
並
び
に
東
京
支
部
か
ら
多

額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
本
校
野
球

部
は
、
平
成
30
年
度
、
秋
の
県
大
会
、
続

く
四
国
大
会
を
制
し
、
明
治
神
宮
大
会
に

出
場
す
る
と
い
う
栄
誉
を
手
に
い
た
し

ま
し
た
。
神
宮
大
会
で
は
多
く
の
東
京
支

部
の
皆
様
方
の
熱
い
声
援
の
お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
、
ベ
ス
ト
４
と
い
う
輝
か
し

い
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
３
年
ぶ
り
27
回
目
の
選
抜
高
校
野

球
大
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
初
戦
春
日
部

共
栄
高
校
戦
に
８
─
０
で
勝
利
し
、
続
く

二
回
戦
、
市
立
和
歌
山
高
校
戦
に
お
い
て

は
２
─
６
で
苦
杯
を
な
め
、
目
標
と
し
て

い
た
全
国
優
勝
を
手
に
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
選
手
を
は
じ
め
応

援
に
参
加
し
た
生
徒
達
は
「
平
成
」
最
後

の
甲
子
園
で
大
変
素
晴
ら
し
い
思
い
出

が
で
き
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
の
折
に

も
、
お
忙
し
い
中
、
わ
ざ
わ
ざ
東
京
か

ら
大
勢
の
方
に
応
援
に
駆
け
付
け
て
く

だ
さ
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
選
手
・
指
導
者
は
、
今
回
の
経
験
で

見
つ
け
た
課
題
を
克
服
し
、
さ
ら
に
力
を

つ
け
、
久
し
く
遠
ざ
か
っ
て
お
り
ま
す
夏

の
甲
子
園
、
新
し
い
時
代
「
令
和
」
最
初

の
甲
子
園
で
の
活
躍
を
誓
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
昨
年
度
は
、
珠
算
電

卓
部
、
ヨ
ッ
ト
部
が
全
国
優
勝
を
成
し
遂

げ
、「
文
武
両
道
の
高
商
」
を
、
平
成
の

最
後
に
形
で
残
す
こ
と
が
で
き
た
記
念

す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
令
和
と
い
う

新
し
い
時
代
に
お
い
て
も
、
高
商
が
一
層

発
展
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

学
校
長
あ
い
さ
つ

香
川
県
立
高
松
商
業
高
等
学
校
長梶　

正
司

東
京
支
部
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
、
母
校
の
活
躍
に
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
ま
で
、
39
会
（
昭
和
39
年
度
卒
業

同
期
会
）
と
し
て
、
多
く
の
親
睦
会
や
バ

ス
観
光
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

宿
泊
を
伴
っ
た
旅
は
今
回
が
初
め
て
で
し

た
。振

り
返
っ
て
み
る
と
、
39
会
の
メ
ン

バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
に
、
学
生
の
頃
に
は
顔
を

知
ら
な
い
同
期
生
で
し
た
。
そ
の
私
た
ち

が
、紫
雲
会
東
京
支
部
の
中
で
知
り
合
い
・

親
交
を
深
め
・
心
許
せ
る
仲
間
と
な
っ
た

こ
と
で
、こ
の
年
齢
（
高
齢
者
？
）
に
な
っ

て
の
“
楽
し
い
旅
行
”
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
男
５
名
・
女
２
名
、
計
７
名
で

の
こ
の
“
３
泊
４
日
沖
縄
旅
行
珍
道
中
”

で
は
、
思
い
が
け
ず
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
通
の
一
人
は
、

こ
の
旅
行
中
ガ
イ
ド
と
し
て
君
臨
し
、
３

日
間
を
活
き
活
き
と
し
て
存
在
感
を
発
揮

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
私
を
含
む
数
名

は
、
島
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
だ
の
、
黒
砂
糖
だ
の
、

シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
だ
の
、
泡
盛
だ
の
と
年

齢
を
顧
み
ず
若
者
の
様
に
奔
走
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
沖
縄
舞
踊
を
見
た
り
大
き
な

ス
テ
ー
キ
を
食
べ
た
り
と
、
ま
さ
に
修
学

旅
行
気
分
そ
の
も
の
で
し
た
。と
も
あ
れ
、

昭
和
20
年
生
ま
れ
・
戦
後
そ
の
も
の
と
し

て
生
き
て
き
た
私
た
ち
に
は
、
戦
没
者
慰

霊
碑
や
ひ
め
ゆ
り
の
塔
で
は
、
特
に
感
じ

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
沖
縄
の
北
か
ら

南
を
縦
断
旅
し
て
、
現
在
に
お
け
る
沖
縄

の
明
暗
を
感
じ
取
る
と
と
も
に
、
今
後
発

展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
沖
縄
を
応
援
し
、

こ
れ
か
ら
も
幾
た
び
か
訪
れ
て
み
た
い
と

強
く
感
じ
た
旅
で
し
た
。

最
後
に
、「
39
会
」
万
歳
！

こ
ん
な
旅
行
初
め
て
‼

︽
沖
縄
旅
行
》39

会　

桑
島
恵
美
子

令
和
元
年
度

会
報
賛
助
金
提
供
者
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①
額
装
・
パ
ネ
ル
等
の
サ
イ
ズ
通
知
の
こ
と

②
多
数
応
募
時
は
、
展
示
数
調
整
も
あ
り
ま

す

（
注
）①

宅
配
便
利
用
の
場
合
　
右
記
へ

　
７
月
６
日（
土
）午
前
中
配
達
指
定
の
こ
と

②
吊
下
げ
用
ヒ
モ
事
前
に
取
付
け
の
こ
と

（
注
）

出
品
点
数
　
２
点
以
内

大
き
さ
　
　
30
号
ま
で

申
込
期
限
　
６
月
29
日
（
土
）

搬

　
　入
　
７
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　
総
会
会
場
午
前
９
時
30
分 

展

　
　示
　
搬
入
後 

出
品
者
全
員
で
実
施

撤

　
　去
　
総
会
終
了
20
分
後 

各
自
実
施

（
申
込
先
）
片
岡  

英
明

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
９
０
・
７
２
８
２
・
０
３
２
５
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３
（
３
５
４
６
）
８
１
８
２
　

〒
1
0
4
│
0
0
6
1

　
東
京
都
中
央
区
銀
座
７
│
13
│
20

サ
ン
ミ
高
松
７
丁
目
店

担
当

　谷
本  

清
彦

○
絵
画・版
画

出
品
点
数
　
２
点
以
内

大
き
さ
　
　
全
倍
ま
で

（
申
込
先
）
中
西
　  

勲

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　 

０
４
２
・
５
９
２
・
７
４
０
７
　

（
申
込
先
）
谷
本  

清
彦

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
　
　
　 

０
４
７
・
３
４
６
・ 

３
９
３
４

○
写

　真
出
品
点
数
・
大
き
さ
　
相
談

○
書
道・工
芸

　等

第
12
回
会
員
作
品
展
　作
品
募
集

Ｓ
32
年
卒

　安
西

　愈 

様

・雲
の
峰
白
球
追
っ
た
日
は
宝

・運
命
に
生
き
よ
と
東
京
タ
ワ
ー
立
つ

・何
回
も
同
じ
失
敗
し
て
老
い
る

・人
生
を
捨
て
て
い
る
と
は
嘘
で
す
よ

・花
筏
　
諸
行
無
情
は
昔
か
ら

Ｓ
36
年
卒

　吉
田
勝
昭 

様

・よ
く
眠
り
す
っ
き
り
目
覚
め
た
講
演
会

・八
十
に
歌
詞
を
変
え
た
船
頭
さ
ん

・内
心
は
い
つ
ま
で
モ
ツ
か
披
露
宴

・不
祥
事
で
フ
ル
稼
働
す
る
シ
ュレ
ッ
ダ
ー

・予
約
し
て
も
し
な
い
と
同
じ
待
ち
時
間

元
高
商
教
師

　森

　孝
枝 

様

春
・囀
り
を
聞
く
一
本
の
樹
と
な
り
て

・子
規
の
庭
数
へ
て
増
や
す
蕗
の
薹

・筆
跡
は
老
成
の
子
規
春
日
差
し

・菜
の
花
の
供
花
子
規
に
添
ふ
母
の
墓

・春
陰
や
浅
き
廂
の
子
規
の
庵

・梅
林
や
花
の
気
息
の
穢
な
し

・梅
三
分
さ
さ
や
き
初
む
る
は
な
の
こ
ゑ

・落
椿
芭
蕉
庵
へ
の
道
し
る
べ

・少
年
の
描
く
未
来
図
木
々
芽
吹
く

・芽
吹
く
も
の
み
な
天
を
指
す
神
苑

Ｓ
37
年
卒

　若
宮
利
夫 

様

・室
町
の
時
よ
り
つ
づ
く
百
々
手
祭

少
子
化
案
ず
る
詫
間
の
生
里

・ボ
ボ
ー
と
鳴
る
音
は
大
き
く
吉
を
呼
ぶ

造
田
の
杜
に
は
釜
鳴
り
神
事

・菅
公
も
念
仏
躍
り
を
よ
ろ
こ
ぶ
や

讃
岐
の
雨
は
滝
宮
か
ら

Ｓ
35
年
卒

　福
家
貴
美 

様

・萩
の根

元
か
ら

秋
は
生
ま
れ
る

湧
き
立
つ
よ
う
に

風
も
生
ま
れ
る

・冬
の初

め
の

や
わ
ら
か
な
光

も
ぐ
ら
の
堀
起
こ
し
た

数
え
切
れ
な
い 

キ
ラ
キ
ラ
の
山

五
行
歌

川
柳

　俳
句

　短
歌

最年長と最年少のエール交換紫雲会北畠大阪支部長挨拶 紫雲会本部岡会長挨拶和やかに歓談中の38年卒の人達

39会　首里城の前にてパパイヤ園の前でひと息ついている39会の人たち

伝統の綾南町の親子しし舞い第13回ゴルフ大会　参加者一同

守礼の門をバックにして

高円妃殿下をお迎えして第100回記念の挨拶をする松平会長

第5回オリーブ会参加者記念写真 バス旅行　鋸山の山頂にて、爽やかな風と共に32年卒業、讃仁会の望年会にて
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表
彰
者
の
ご
紹
介

表
彰
検
討
委
員
長
　
Ｓ
39
年
卒  

入
谷

　稔

　

　

　

ス
ポ
ー
ツ
情
報

　

 

常
任
理
事
会　

議
長

　
　
　
　
　
　

Ｓ
39
年
卒　

池
田　

政
廣

1	
明
治
維
新
150
年
記
念

第
49
回
明
治
神
宮
野
球
大
会

ベ
ス
ト
４
進
出

平
成
30
年
11
月
９
日
か
ら
明
治
神
宮

野
球
場
で
各
地
の
秋
季
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
３
年
前
の
出
場
で
は
見
事
に
初

優
勝
し
、
翌
春
の
甲
子
園
で
開
催
さ
れ

た
選
抜
高
校
野
球
準
優
勝
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
今
回
は
２
回
戦
で
八
戸
学
院

光
星
高
校
と
対
戦
９
─
６
で
勝
ち
上
が

り
準
決
勝
で
は
星
稜
高
校
に
４
─
７
で

敗
退
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
試
合
も
東

京
支
部
メ
ン
バ
ー
と
高
松
か
ら
の
応
援

団
に
加
え
て
３
年
前
の
優
勝
メ
ン
バ
ー

も
応
援
に
駆
け
付
け
て
一
緒
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

第
91
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

ベ
ス
ト
16
進
出

平
成
31
年
３
月
23
日
か
ら
平
成
最
後
の

甲
子
園
大
会
が
開
催
さ
れ
３
年
ぶ
り
27
回

目
の
出
場
と
な
っ
た
大
会
で
は
開
会
日
に

春
日
部
共
栄
高
校
と
対
戦
８
─
０
で
快

勝
。
28
日
の
２
回
戦
で
は
市
立
和
歌
山
高

校
に
敗
れ
ま
し
た
が
応
援
席
か
ら
は
最
後

ま
で
健
闘
し
た
チ
ー
ム
に
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
甲
子
園
に
は
東
京

支
部
か
ら
１
回
戦
に
1
7
0
名
超
、
２

回
戦
に
も
70
名
超
の
皆
さ
ん
が
駆
け
付
け

て
高
松
、
大
阪
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
声
援

を
お
く
り
ま
し
た
。

2	

第
42
回
全
国
高
等
学
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

女
子
チ
ー
ム
が
出
場

平
成
31
年
３
月
24
日
か
ら
市
川
市
国
府

台
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
高
商
は
25
日

の
２
回
戦
で
福
井
商
業
と
対
戦　

前
半
戦

は
リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
後
半
戦
で
逆
転
さ

れ
18
─
23
で
勝
利
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

れ
ま
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
田
中
潤
先
生
が
４
月
１
日

付
で
香
川
中
央
高
校
へ
転
任
さ
れ
ま
し

た
。

3	

第
41
回
全
国
高
等
学
校

柔
道
選
手
権
大
会

男
子
女
子
個
人
戦
、

男
子
・
女
子
共
に

団
体
戦
に
出
場

平
成
31
年
３
月
20
日
か
ら
「
日
本
武
道

館
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
母
校
の
男
女

柔
道
部
が
個
人
戦
、
団
体
戦
に
出
場
し
ま

し
た
。

３
月
21
日
に
団
体
戦
が
行
わ
れ
、
男
子

は
１
回
戦
で
和
歌
山
の
初
芝
橋
本
高
校
と

対
戦
、
引
分
に
な
り
代
表
戦
で
勝
利
し
２

回
戦
に
進
出
。
こ
の
代
表
戦
で
勝
利
し
ま

し
た
が
三
谷
選
手
が
負
傷
し
２
回
戦
は
４

人
で
沖
縄
尚
学
と
対
戦
惜
し
く
も
敗
退
。

女
子
は
１
回
戦
で
神
奈
川
の
横
須
賀
学
院

と
対
戦
１
─
２
で
２
回
戦
進
出
は
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

20
日
体
重
別
の
個
人
戦
に
は
男
子
２
階

級
、
女
子
は
全
５
階
級
に
出
場
し
、
女
子

の
兎
子
尾
選
手
が
２
回
戦
に
、
秋
山
選
手

と
村
井
選
手
が
３
回
戦
に
進
出
ベ
ス
ト
16

と
な
り
ま
し
た
。

武
道
館
に
は
東
京
支
部
よ
り
15
名
が
応

援
に
駆
け
付
け
関
係
者
と
一
緒
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

（
関
連
記
事
５
面
）

4	

第
47
回
全
国
高
等
学
校

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
抜
大
会

男
子
女
子
個
人
戦
、

男
子
・
女
子
共
に

団
体
戦
に
出
場

平
成
31
年
３
月
23
日
か
ら
茨
城
県
ひ
た

ち
な
か
市
で
開
催
さ
れ
た
大
会
に
男
子
は

23
回
目　

女
子
は
11
回
目
の
出
場
を
し
ま

し
た
。

試
合
は
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
中
西
選
手　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
中
西
・
三
本
組
が
そ
れ

ぞ
れ
２
回
戦
に
進
出
し
ま
し
た
。
男
女
団

体
戦　

男
子
個
人
戦
は
善
戦
し
ま
し
た
が

初
戦
突
破
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
関
連
記
事
５
面
）

5	

第
46
回

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
全
国
大
会

銀
賞
獲
得

平
成
30
年
12
月
16
日
さ
い
た
ま
ス
ー

パ
ー
ア
リ
ー
ナ
で
２
年
ぶ
り
の
出
場
を
し

ま
し
た
。
午
前
７
時
に
は
既
に
長
蛇
の

列
。
毎
回
入
手
が
困
難
な
な
か
吹
奏
楽
部

O
B
の
尽
力
で
入
手
し
た
入
場
券
を
手

に
並
び
ま
し
た
。

演
奏
は
８
分
間
で
す
が
素
晴
ら
し
い
感

動
の
時
間
で
し
た
。
そ
の
結
果　

見
事
に

銀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。（

関
連
記
事
５
面
）

6	

第
34
回

全
日
本
女
子
柔
道
選
手
権
大
会

高
商　
村
井
選
手
が

出
場

平
成
31
年
４
月
21
日
横
浜
文
化
体
育
館

で
開
催
の
大
会
に
四
国
代
表
（
２
名
）
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
体
重

無
差
別　

年
齢
制
限
な
し
の
厳
し
い
条
件

を
突
破
し
た
37
選
手
だ
け
で
行
わ
れ
る
も

の
で
過
去
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト

や
世
界
選
手
権
優
勝
者
と
並
ん
で
高
校
生

の
出
場
は
3
名
だ
け
で
し
た
。
村
井
選
手

は
2
回
戦
か
ら
の
出
場
で
、
J
R
九
州

の
井
上
選
手
と
対
戦　

40
㎏
以
上
の
体
重

差
の
中
で
善
戦
し
ま
し
た
が
3
回
戦
進
出

は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊　

＊　

＊

ま
た
各
大
会
と
も
、
試
合
前
日
に
は
北

條
支
部
長
、
及
び
複
数
の
役
員
が
選
手
宿

舎
を
訪
問
し
激
励
す
る
と
共
に
、
紫
雲
会

東
京
支
部
か
ら
の
「
御
祝
い
金
」
を
贈
呈

致
し
ま
し
た
。

3年前の優勝時のメンバー。大学でも続けています。

来賓 紫雲会本部 会　長 岡　　義博
〃 〃 顧　問 真鍋　健彦
〃 〃 顧　問 木村　玲子
〃 〃 副会長 松野　誠寛
〃 〃 副会長 平田　真由美
〃 〃 監　査 木村　構作

来賓 紫雲会大阪支部 支部長 北畠　昭二
〃 〃 副支部長 小西　清廣
〃 〃 事務局 橋本　政俊
〃 母　　　校 校　長 梶　　正司
〃 〃 教　諭 谷畑　祐二
〃 〃 教　諭 中林　靖詞
〃 高商倶楽部 会　長 山口　冨士雄
〃 紫雲奨学会 理　事 中筋　政人

昭和 28年卒 溝渕　利幸
〃 28年卒 杉ノ内　義春
〃 28年卒 奥津　富夫
〃 28年卒 玉置　　収
〃 28年卒 田村　英夫
〃 28年卒 藤原　　弘
〃 29年卒 鍋井　久信
〃 29年卒 内海　昭夫
〃 29年卒 平田　久子
〃 31年卒 佃　　昭幸
〃 31年卒 松本　　篤
〃 31年卒 山田　二郎
〃 31年卒 宇田川　四郎
〃 31年卒 日原　朋子
〃 31年卒 松下　雅子
〃 32年卒 安西　　愈
〃 32年卒 安西　　彰
〃 32年卒 佐々木　修
〃 32年卒 谷本　清彦
〃 32年卒 片岡　英明
〃 32年卒 大野　　勲
〃 32年卒 岩崎　智雄
〃 32年卒 中村　福市
〃 32年卒 山下　登志子
〃 33年卒 関　　邦義
〃 33年卒 中西　　勲
〃 33年卒 吉川　俊夫
〃 33年卒 柴原　　昇
〃 33年卒 木下　弘春
〃 33年卒 小畑　和子
〃 33年卒 小林　紀子
〃 33年卒 十河　房子
〃 34年卒 山中　イツ子
〃 34年卒 多田　正美
〃 35年卒 楠　昭次郎
〃 35年卒 福家　貴美
〃 36年卒 造田　貞男
〃 36年卒 吉田　勝昭
〃 36年卒 田所　幸子
〃 36年卒 黒川　達夫
〃 36年卒 太山　喜代一
〃 36年卒 槌矢　弘道
〃 37年卒 飯間　　勝
〃 37年卒 小原　　誠
〃 37年卒 軒原　　勝
〃 37年卒 島原　俊二
〃 37年卒 大野　昌三
〃 37年卒 鹿庭　清司
〃 37年卒 若宮　利夫
〃 37年卒 大石　潤一
〃 37年卒 宮本　浩二

昭和 38年卒 宮本　洋子
〃 38年卒 川井　方子
〃 38年卒 高木　由子
〃 38年卒 神内　征子
〃 38年卒 田中　賢一
〃 38年卒 淀谷　晧一
〃 38年卒 森山　泰文
〃 38年卒 寺竹　美智子
〃 38年卒 天本　美津子
〃 38年卒 川田　多美子
〃 38年卒 川田　寿子（家族）
〃 39年卒 北條　　勇
〃 39年卒 池田　政廣
〃 39年卒 大森　　正
〃 39年卒 松濱　明貴
〃 39年卒 入谷　稔
〃 40年卒 谷川　生市
〃 40年卒 高橋　正泰
〃 40年卒 大谷　美恵子
〃 40年卒 鈴木　伸二
〃 40年卒 久保　美伸
〃 40年卒 藤村　　茂
〃 40年卒 村尾　寿世
〃 40年卒 木村　裕行
〃 41年卒 岡田　義憲
〃 41年卒 石川　数一
〃 41年卒 西木　茂雄
〃 42年卒 室井　三千代
〃 42年卒 東　　裕幸
〃 42年卒 矢野　博文
〃 42年卒 小竹　　進
〃 42年卒 宮武　香代子
〃 42年卒 野網千代江
〃 43年卒 藤木　康男
〃 43年卒 川津　　晃
〃 43年卒 岩井　忠照
〃 43年卒 菅野　博幸
〃 43年卒 和田　憲明
〃 43年卒 白井　美昭
〃 43年卒 森　　克己
〃 44年卒 石　　啓子
〃 44年卒 飯島　文子
〃 45年卒 久保　文典
〃 45年卒 二川　昌弘
〃 45年卒 内田　和子
〃 46年卒 藤川　和信
〃 46年卒 岡本　えり子
〃 46年卒 串田　裕司
〃 46年卒 増田　裕一
〃 46年卒 大北　敏博
〃 46年卒 松本　裕美

昭和 46年卒 本多　市子
〃 46年卒 瀬尾　栄子
〃 49年卒 塚本　初江
〃 49年卒 尾崎　行雄
〃 51年卒 萬納　宏俊
〃 51年卒 濱岡　龍彦
〃 51年卒 今雪　博司
〃 51年卒 岡田　重美
〃 51年卒 三好　玲尉子
〃 51年卒 有馬　江利子
〃 51年卒 有馬　江利子
〃 52年卒 秋山　典久
〃 52年卒 橋川　慎司
〃 52年卒 槫谷　昌彦
〃 53年卒 竹内　義高
〃 54年卒 間瀬　理絵
〃 54年卒 松本　仁志
〃 54年卒 堀　　眞英
〃 54年卒 成田　親王
〃 54年卒 山地　敏弘
〃 54年卒 前田　裕弘
〃 54年卒 亀山　明記
〃 54年卒 田中　秀幸
〃 54年卒 大谷　純正
〃 55年卒 漆原　慎二
〃 55年卒 生駒　真澄
〃 55年卒 岡田　久美子
〃 55年卒 植野　淳子
〃 55年卒 石浜　史枝
〃 55年卒 多田　　稔
〃 56年卒 谷村　祥子
〃 56年卒 太田　郁治郎
〃 56年卒 須田　賢二
〃 56年卒 熊田　年陽
〃 56年卒 田井　範子
〃 57年卒 小林　一昌
〃 57年卒 池下　高広
〃 62年卒 古川　敦二
〃 63年卒 小林　美智

旧教師 森　　孝枝
平成 2年卒 大高　　将
〃 2年卒 和波　高代
〃 2年卒 岩本　真由美
〃 13年卒 太田　智之
〃 22年卒 帰来　　宏
〃 26年卒 上高　貴弘
〃 26年卒 川口　春菜
〃 29年卒 北村　琴之介
〃 29年卒 米麦　圭造
〃 29年卒 赤松　大志
〃 29年卒 粂井　晴佳

平成30年度　紫雲会東京支部　出席者名簿

8 面　　令和元年 6月 1日発行	 第13号紫雲会東京

■
令
和
元
年
度

「
2
0
1
9
年
度
」
の
表
彰
予
定
者

山
中
　
イ
ツ
子 
氏
（
Ｓ
34
年
卒
）

山
中
　
イ
ツ
子
氏
は
、
会
員
相
互
間
の

親
睦
を
兼
ね
、
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
を
長

年
に
亘
り
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
に
お

い
て
も
、
讃
岐
民
謡
踊
り
を
企
画
立
案
さ

れ
、
総
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き
又
、
女
子

会
員
の
増
員
を
目
指
し
て
「
女
子
会
」
設

立
等
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
母
校
の
関
東
地
区
大
会
に
お
い

て
は
、
激
励
会
、
応
援
と
女
性
代
表
し
て

積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
紫
雲
会
東
京
支
部

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。



昨
年
四
月
に
東
京

事
務
所
に
着
任
し
て

か
ら
約
一
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
紫
雲
会
東

京
支
部
の
北
條
支
部
長
を
は
じ
め
会
員

の
皆
様
方
に
は
、
ふ
る
さ
と
香
川
の
発
展

の
た
め
に
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
十
一
月
、
高
円
宮
妃
久
子
殿
下
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
東
京
香
川
県
人
会
第
百

回
記
念
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
紫
雲
会

東
京
支
部
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
、
例
年
よ
り
約
百
八
十
人
多

い
、
五
百
三
十
三
人
が
一
堂
に
会
し
て
、

盛
大
に
総
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
ふ
る
さ
と
香
川
で
は
、
瀬
戸
内

海
の
島
々
を
舞
台
に
現
代
ア
ー
ト
の
祭

典
「
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
二
〇
一
九
」
が

始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
四
回
目
と
な
る
今

回
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
的
な
ア
ー

ト
作
品
の
展
開
に
加
え
、
瀬
戸
内
の
地
域

資
源
に
光
を
あ
て
、
ア
ジ
ア
・
世
界
と
の

交
流
や
、
島
の
「
食
」
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
芝
居
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

も
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。春

会
期
は
「
ふ
れ
あ
う
春
」
を
テ
ー
マ

に
四
月
二
十
六
日
〜
五
月
二
十
六
日
、
夏

会
期
は
「
あ
つ
ま
る
夏
」
を
テ
ー
マ
に
七

月
十
九
日
〜
八
月
二
十
五
日
、
秋
会
期

は
「
ひ
ろ
が
る
秋
」
を
テ
ー
マ
に
九
月

二
十
八
日
〜
十
一
月
四
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ

れ
開
催
さ
れ
ま
す
。

春
会
期
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
皆
様
方

に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
芸
術
祭
の
会
期
に
あ
わ

せ
て
香
川
県
を
訪
れ
て
い
た
だ
き
、
瀬
戸

内
、
香
川
の
魅
力
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

紫
雲
会
東
京
支
部
の
皆
様
方
に
は
、
ふ

昭
和
32
年
卒
で
組

織
す
る
「
讃
仁
会
」

の
望
年
会
を
2

 
0
 1 

8
年
12
月
21
日
サ
ン

ミ
高
松
本
店
で
開
催
し
ま
し
た
。「
讃
仁
会
」

は
安
西
愈
、
榎
本
惠一さ
ん
が
中
心
と
な
り
、

1
9
8
9
年
頃
か
ら
始
ま
り
、
多
い
年
に

は
５
〜
６
回
、
最
近
は
酒
量
の
低
下
に
伴
い

年
３
回
程
度
開
催
中
。
今
回
の
参
加
は
関

東
在
住
18
名
の
う
ち
男
性
10
名
女
性
２
名

の
参
加
で
し
た
。
安
西
愈
前
支
部
長
の
音

頭
で
「
金
陵
」
で
乾
杯
、
ご
馳
走
を
い
た

る
さ
と
香
川
の
様
々
な
取
組
み
に
引
き
続

き
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
一
層
の
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

だ
き
な
が
ら
和
や
か

に
近
況
報
告
や
ら
楽

し
い
暮
ら
し
方
の
実

践
報
告
等
々
を
酒
の

肴
に
歓
談
し
ま
し
た
。

松
原
輝
男
さ
ん
「
上
野
の
都
立
美
術
館

で
開
催
さ
れ
た
『
第
22
回
総
合
写
真
展
』

で
初
入
賞
。
写
真
を
退
職
後
の
趣
味
と
し

て
初
め
て
15
年
目
の
快
挙
、嬉
し
か
っ
た
」

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
高
橋
正
一
さ

ん
か
ら
は
「
週
４
日
、
奥
さ
ん
を
昼
間
介

護
施
設
に
預
け
、
そ
の
間
事
務
所
で
仕
事

が
出
来
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
時
々
昼
の

お
酒
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
」　

谷
本
清
彦

さ
ん
「
高
校
野
球
秋
の
四
国
大
会
が
丸
亀

で
あ
り
応
援
に
。チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
安
西
・

橋
本
と
一
緒
に
優
勝
を
祝
い
ま
し
た
。
春

　

　

　

の
選
抜
大
会
に
は
東
京
か
ら
も
沢
山
の
応

援
に
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
強
い
要
請
が
あ

り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
っ
て
ど
こ
に

あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
長
塩
暁
美

さ
ん
か
ら
の
ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
に
全
員
ダ
ン

マ
リ
。「
娘
と
孫
が
年
末
パ
タ
ゴ
ニ
ア
に

テ
ン
ト
持
参
で
行
き
ま
す
。山
女
の
娘
は
、

夏
に
日
本
ア
ル
プ
ス
の
雲
の
平
や
剣
に
行

き
ま
し
た
が
、単
独
で
行
く
こ
と
も
あ
り
、

心
配
さ
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
」
正
月
明
け

に
連
絡
あ
り
無
事
元
気
で
パ
タ
ゴ
ニ
ア
を

楽
し
ん
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
と
の

由
。
喜
岡
進
さ
ん
か
ら
は
一
つ
や
っ
て
や

ろ
う
か
！
と
気
合
を
入
れ
、
最
近
『
や
っ

て
や
ろ
う
会
』
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
入
会
し
、
麻
雀
の
指
導
、『
認
知
症
カ

フ
ェ
』で
の
対
話
を
し
て
い
ま
す
。又
プ
ー

ル
に
も
挑
戦
中
で
す
。
奥
さ
ん
は
テ
ニ
ス

で
健
康
志
向
で
楽
し
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
中
村
福
市
さ
ん
か
ら
「
我
々
29

年
入
学
組
は
、
商
業
高
校
は
学
区
制
が
な

か
っ
た
た
め
事
前
の
受
験
情
報
で
倍
率
が

非
常
に
高
い
と
の
噂
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

蓋
を
開
け
て
み
る
と
受
験
者
が
定
員
に
満

た
ず
、
異
例
の
全
員
入
学
と
な
っ
た
。
新

制
高
校
と
な
っ
て
初
、
以
後
も
な
い
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
た
め
年
齢
層
も
広
く
多

士
済
々
で
結
構
面
白
い
３
年
間
だ
っ
た
」

と
入
学
時
の
話
題
が
出
ま
し
た
。
山
下
登

志
子
さ
ん
「
50
歳
か
ら
始
め
た
ピ
ア
ノ
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
で
の
音
楽
活
動
を
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
は
全
然
ダ

メ
」　

片
岡
か
ら
は
「
５
月
に
市
原
で
絵

画
の
個
展
を
開
催
。
富
士
山
ば
か
り
36
点

を
展
示
、
お
客
さ
ん
と
楽
し
み
ま
し
た
。

次
回
の
テ
ー
マ
は
白
紙
状
態
」
和
や
か
な

３
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
、
次
回

は
2
0
1
9
年
３
月
頃
と
決
定
。
最
後

に
、
安
西
前
支
部
長
と
二
人
三
脚
を
組
ん

で
、
東
京
支
部
を
引
っ
張
っ
て
い
た
だ

い
て
い
た
榎
本
惠
一
さ
ん
が
闘
病
中
の

為
欠
席
。
残
念
で
し
た
が
、
次
回
参
加

を
皆
で
祈
っ
て
散
会
し
ま
し
た
。

追
記　

2
0
1
9
年
３
月
14
日
、
今

年
初
の
讃
仁
会
を
銀
座
３
丁
目
の
『
お

お
た
に
』
で
開
催
、
９
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
讃
仁
会
発
足
以
来
20
数
年
間
、

例
会
の
会
場
と
し
て
お
世
話
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
３
月
末
に
閉
店
と
の
知

ら
せ
を
受
け
て
、
急
遽
サ
ヨ
ナ
ラ
会
を

開
き
ま
し
た
。
榎
本
惠
一
さ
ん
と
、
故

長
尾
勝
さ
ん
が
現
役
時
代
よ
り
贔
屓
に

し
て
い
た
京
料
理
の
小
さ
な
店
で
す

が
、
美
人
の
女
将
さ
ん
と
美
味
し
い
料

理
を
楽
し
み
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
や
っ
て
き
た
思
い
出
の
場
所
で
す
。

讃
仁
会
発
足
の
場
所
で
し
た
。

永
い
間
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

８
─
０
と
完
封
勝
利
、
打
線
も
多
彩
な
攻
撃

で
見
事
初
戦
を
突
破
し
ま
し
た
。
続
く
２
回

戦
で
は
市
立
和
歌
山
に
２
─
６
で
敗
れ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
最
後
の
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
に
戦
っ
た
高
商
生
は
本
当
に
素
晴
ら
し

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
２
戦
と
も
高

商
側
の
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
は
入
り
き
れ
な

い
ほ
ど
の
大
応
援
団
で
し
た
。
改
め
て
高
商

愛
を
感
じ
る
大
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、

野
球
部
は
こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
夏
の
大

会
に
向
け
て
既
に
始
動
し
て
い
ま
す
。
必
ず
、

聖
地
甲
子
園
に
も
ど
っ
て
活
躍
し
て
く
れ
る

と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
運
動
部
で
は
ヨ
ッ
ト
部
が
、
夏
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
お
い
て
女
子
4
2
0
級
、

レ
ー
ザ
ー
ラ
ジ
ア
ル
級
で
準
優
勝
、
ま
た
国

民
体
育
大
会
で
は
4
2
0
級
で
見
事
、
優

勝
と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
他
に

も
、
陸
上
部
女
子
個
人
、
サ
ッ
カ
ー
部
、
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
、
柔
道
部
男
女
、
剣
道

部
女
子
団
体
・
個
人
、
弓
道
部
女
子
個
人
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
男
子
、
卓
球
部
女
子
団
体
・

個
人
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
個
人
、
空
手
部
女

子
個
人
が
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
、

柔
道
部
男
女
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
男
女
団

体
・
個
人
、
空
手
部
女
子
個
人
が
全
国
選
抜

大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
文
化
部
で
は
、
珠

算
・
電
卓
部
が
全
国
高
校
珠
算
・
電
卓
競
技

大
会
に
お
い
て
電
卓
団
体
競
技
の
部
で
全
国

優
勝
、
他
に
は
ワ
ー
プ
ロ
部
、
商
業
研
究
部
、

写
真
部
、
吹
奏
楽
部
、
書
道
部
が
全
国
大
会

に
出
場
し
活
躍
し
ま
し
た
。
毎
回
の
こ
と
で

す
が
、
関
東
で
の
大
会
開
催
の
折
に
は
、
東

京
支
部
の
方
々
に
お
忙
し
い
中
、
わ
ざ
わ
ざ

会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
一
致
団
結

し
た
熱
い
応
援
や
激
励
な
ど
、
ど
れ
だ
け
生

徒
の
励
み
に
な
っ
た
か
、
本
当
に
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。さ

て
、
前
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

通
り
、
高
松
商
業
高
校
は
2
0
2
0
年
に

1
2
0
周
年
を
迎
え
ま
す
。現
在
の
と
こ
ろ
、

2
0
2
0
年
11
月
24
日
（
火
）
に
記
念
式
典
、

記
念
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。
さ
ら
な
る
高

松
商
業
の
発
展
の
た
め
に
是
非
と
も
成
功
さ

せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京
支
部
の
諸

先
輩
方
あ
る
い
は
同
窓
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
ま
す
ま
す
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
、
近
況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

東
京
支
部
の
皆

さ
ん
に
は
、
日
頃
よ

り
大
変
お
世
話
に
な

り
、
こ
の
場
を
借
り

ま
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
30
年
度
も
多
く
の
部
活
動
が

全
国
大
会
、
四
国
大
会
等
で
輝
か
し
い
成
績

を
収
め
ま
し
た
。
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

は
、
や
は
り
野
球
部
の
甲
子
園
出
場
で
し
ょ

う
。
昨
年
の
第
90
回
記
念
大
会
に
選
出
さ
れ

な
か
っ
た
悔
し
さ
を
ば
ね
に
昨
秋
は
全
員
野

球
で
県
、
四
国
大
会
を
制
し
、
明
治
神
宮
大

会
で
も
４
強
入
り
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
見
事
に
平
成
最
後
の
甲
子
園
切
符
を
獲
得

し
ま
し
た
。
第
91
回
選
抜
高
校
野
球
で
は
、

１
回
戦
の
春
日
部
共
栄
戦
で
は
、
香
川
君
が

 

　

ふ
る
さ
と

「
香
川
県
」情
報

香
川
県
東
京
事
務
所
長　

星
加
宏
明

し
た
。
３
年
前
の
出
場
で
は
見
事
に
初

優
勝
し
、
翌
春
の
甲
子
園
で
開
催
さ
れ

た
選
抜
高
校
野
球
準
優
勝
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
今
回
は
２
回
戦
で
八
戸
学
院

光
星
高
校
と
対
戦
９
─
６
で
勝
ち
上
が

り
準
決
勝
で
は
星
稜
高
校
に
４
─
７
で

敗
退
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
試
合
も
東

京
支
部
メ
ン
バ
ー
と
高
松
か
ら
の
応
援

団
に
加
え
て
３
年
前
の
優
勝
メ
ン
バ
ー

も
応
援
に
駆
け
付
け
て
一
緒
に
声
援
を

送
り
ま
し
た
。

第
91
回
選
抜
高
校
野
球
大
会

ベ
ス
ト
16
進
出

平
成
31
年
３
月
23
日
か
ら
平
成
最
後
の

甲
子
園
大
会
が
開
催
さ
れ
３
年
ぶ
り
27
回

目
の
出
場
と
な
っ
た
大
会
で
は
開
会
日
に

春
日
部
共
栄
高
校
と
対
戦
８
─
０
で
快

勝
。
28
日
の
２
回
戦
で
は
市
立
和
歌
山
高

校
に
敗
れ
ま
し
た
が
応
援
席
か
ら
は
最
後

ま
で
健
闘
し
た
チ
ー
ム
に
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。
甲
子
園
に
は
東
京

支
部
か
ら
１
回
戦
に
1
7
0
名
超
、
２

回
戦
に
も
70
名
超
の
皆
さ
ん
が
駆
け
付
け

て
高
松
、
大
阪
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
声
援

を
お
く
り
ま
し
た
。

2	

第
42
回
全
国
高
等
学
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜
大
会

女
子
チ
ー
ム
が
出
場

平
成
31
年
３
月
24
日
か
ら
市
川
市
国
府

台
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
高
商
は
25
日

の
２
回
戦
で
福
井
商
業
と
対
戦　

前
半
戦

は
リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
後
半
戦
で
逆
転
さ

れ
18
─
23
で
勝
利
は
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。こ

れ
ま
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
指
導
し

て
い
た
だ
い
た
田
中
潤
先
生
が
４
月
１
日

付
で
香
川
中
央
高
校
へ
転
任
さ
れ
ま
し

た
。

元
気
に
80
才
を
迎
え
ま
し
た
。

年
次
幹
事　

Ｓ
32
年
卒　

片
岡
英
明

東
京
香
川
県
人
会
第
101
回
定
期
総
会
の
ご
案
内

　

今
年
も「
東
京
香
川
県
人
会
総
会
」を
盛
大
に
開
催
い
た
し
ま
す
。
香
川
県
産
食
材（
オ
リ
ー

ブ
牛
、
オ
リ
ー
ブ
は
ま
ち
等
）
を
使
っ
た
美
味
し
い
お
料
理
や
香
川
県
産
の
お
酒
を
ご
賞
味
い

た
だ
け
ま
す
。
昨
年
の
第
1
0
0
回
記
念
総
会
に
紫
雲
会
東
京
支
部
は
60
名
も
の
多
く
の
皆

様
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
を
上
回
る
方
々
の
ご
出
席
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

開
催
日
時　

令
和
元
年
11
月
14
日
（
木
）
18
時
〜

　

会　
　

場　

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル	

２
階
「
鳳
凰
の
間
」（
港
区
芝
公
園
３
─
３
─
１
）

　

次　
　

第　

	

総
会
、
懇
親
会
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
さ
ぬ
き
う
ど
ん
コ
ー

ナ
ー
な
ど
お
楽
し
み
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　

＊
全
員
に
香
川
県
産
の
お
土
産
を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

参
加
費　

８
、０
０
０
円
（
学
生
３
、０
０
０
円
）

開
催
案
内
は
９
月
中
旬
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

http//www.pref.kagawa.lg.jp/Tokyo/index.htm

ご
案
内
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
東
京
香
川
県
人
会
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
京
香
川
県
人
会
に
ご
入
会
い
た
だ
く
と
、
毎
年
ご
案
内
を
差
し
上
げ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
東
京
香
川
県
人
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話	

０
３
・
５
２
１
２
・
９
１
０
０

香
川
県
立
高
松
商
業
高
校
紫
雲
会
事
務
局

Ｓ
61
年
卒　

谷
畑
祐
二
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（昭和32年卒）

〒760-0033  香川県高松市丸の内７番20号
　　　　　　　　　　丸の内ファイブビル５階
TEL：087─821─1300/FAX：087─821─1833
mail：

弁護士　岡　義博
岡義博法律事務所

（昭和43年卒）

oka-law@kln.ne.jp

10部からつくれる＜自主出版＞

廉価で綺麗に出来ると好評です。

写真集や、あなたの “生きた証” を振り顧り、
長く歩いて来た道や思いをつづる「自分史」。

〒162-0814 東京都新宿区新小川町4-17 クスノキビル

e-mail：info@himawaIi.co.jp
楠　昭次郎  （昭和35年卒）

ひまわり印刷 （03）3235-1488（有）

税

　

  

理

　
  

士

大
宮
区
土
手
町
一
│

六
六
│

一

秋

山

典

久
（昭和52年卒）

メール
na11jp@yahoo.co.jp

堀

　　

 

眞

　英

代
表
取
締
役

社
　
　
　
長

株
式
会
社  

全
日
警
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス

〒
　
│

　 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
浜
町
１
丁
目
１
番
　
号

　
　
　 

（
プ
ラ
ザ
Ａ
Ｎ
Ｓ
ビ
ル
７
階
）

本
　
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ  

０
３（
５
８
２
０
）９
１
２
３（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
３（
５
８
２
０
）９
１
２
４

（昭和54年卒）

103

12

0007

☎

紫雲会ホームページ  siunkai.tokyo.org（紫雲会東京支部でも可）

吹奏楽部の皆さん

剣道部の皆さん

30年度支部表彰 谷本清彦氏（32年卒） 左
片岡英明氏（32年卒） 右

香
川
県
の
方
言
。

ま
だ
覚
え
て
い
ま
す
か
？

平
成
30
年
度 

定
期
総
会

ハンドボール女子出場メンバー

柔道部 男子・女子出場のメンバー押え込み一本‼　三谷君の見事な一本勝ち！ 2回戦を待っている村井選手

バドミントン熱戦中の中西・三本組

毎回大人気のマーチングバンド。
プラチナ券を手にして応援に並んでいます。

奮闘中のハンドボール部

北畠税理士事務所
税理士　北 畠 昭 二
　　　　　　　　　（昭和40年卒）

事 務 所	 大阪市北区南森町 2丁目 2番 2号
	 南森町千代田ビル9 階Ａ号室
〒530–0054	 電話　（ 0 6 ） 6 1 3 1 – 7 7 1 1 番
	 FAX　（ 0 6 ） 6 1 3 1 – 7 7 1 2 番
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